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福山藩儒者（福山伊藤家３代） 

 

経 歴 

生：享保１２年（１７２７年）７月２９日 

没：天明８年（１７８８年）８月３１日、享年６２歳、定福寺に葬る 

－ － 京に遊学 

－ － 江戸に遊学 

宝暦３年（１７５３年） ２６歳 家学を継ぐ 

宝暦４年（１７５４年）５月５日 ２７歳 儒者本役 

－ － 弘道館の学術世話役（第２代） 
 

 

生い立ちと学業、業績 

生い立ち 

名は懐祖（徳祖）、字は修佐、蘭畹と号した。 

彰常先生と私諱する。 

父は福山伊藤家初代伊藤重蔵（梅宇）で、第三子に生まれた。 

第２代伊藤大佐（霞台）は兄である。 

 

学業と業績 

長じて京に学んだのち、江戸に行き、叔父・伊藤竹里の家に数年寓居した。 

宝暦３年（１７５３年）第２代伊藤大佐（霞台）が没し、子がなかったのでその家・家学を継ぐ。 

宝暦４年（１７５４年）５月５日、儒者本役。 

祖先の家学を伝えて教授すること多年に及んだ。 

また弘道館の学術世話役（第２代）として、藩学の興隆に尽した。 

天明８年（１７８８年）８月３１日没、享年６２歳。 

定福寺に葬り、墓碑は伊藤東涯の子・伊藤東所が撰文したというが、現在、墓は不明。 

 

伊藤家の相続 

儒家としての伊藤家の第４代は、長男の伊藤貞蔵（竹坡）が嗣いだ。 



出典１：『伊藤善韶撰 蘭畹先生墓碑銘』 

出典２：『福山藩の教育と沿革史 藩校から小学校まで』、１３５頁、阿部正弘公顕彰会刊、１９９９年８月２０日 

出典３：『郷賢録』、４頁、福田禄太郎著、福山城博物館友の会刊、平成１２年１０月１日 

出典４：『福山の今昔』、１４７頁、濱本鶴賓著、立石岩三郎刊、大正６年４月２６日 

出典５：『福山学生会雑誌（第５３号）』、附１、「伊藤梅宇先生履歴」、伊藤顧也寄、福山学生会雑誌事務所編刊、大正７年７月

３日 

２００４年１２月６日更新●２００６年２月２４日更新：本文・出典●２００６年６月１５日更新：タイトル●２００８年２月１２日更新：経

歴・本文●２０１０年３月１８日更新：経歴・本文・出典●２０１０年３月２９日更新：本文・出典● 

 


